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なり議論されるのではないかと思います。

それからINET 2000のテーマは「すべての

人のためのインターネット」ですから、バ

リアフリーの問題であるとか、女性がイン

ターネットを使う場合と言った、新しい視

今年7月に横浜で開催されるINET 2000は世界100か国以上の研究者やユーザー、

各産業界のリーダーたちが集結し、インターネットの次世代技術やビジネスモデル、グロ

ーバルコミュニケーションやインターネットが社会に与える影響など、インターネットのさら

なる普及や未来の発展のために、さまざまな切り口から議論を行う非常に重要なカン

ファレンスである。今年で10年目をむかえる同会議だが、INET 2000日本委員会委員

長の村井純氏に今回のプログラムの見所や、インターネットを取り巻く現状と未来予想

図などについて伺った。

聞き手：インターネットマガジン編集部
Photo: Nakamura Tohru

：1992年に第1回のINETが神戸で開催さ

れてから8年という月日がたちました。当時

に比べ、私たちをとりまくインターネットの

状況はかなり変わりましたが、今回INET

2000を日本で開催することの意義をどのよ

うにお考えになっていますか。

村井：92年に開催した当時は、インターネ

ットはまだ一部の人しか知らないという状

況が背景にありました。92年にISOC（注1）

という学会を作った時に「何でISOCを作

る必要があるのか、なぜインターネットを

組織化しなければならないのか」と言う声

も多く聞かれました。アメリカは政府が協

力的でしたからインターネットの普及は比

較的スムーズでしたが、それはまれな例で、

我々日本も含めて、ほとんどの国がボラン

ティアでインターネットを浸透させようと

していましたから、非常に苦労していたの

です。やはり活動の母体となる組織がない

と動きにくくて仕方がないから、国際的に

議論できる場を作りましょうということに

なりISOCを作りました。こうして、私たち

日本勢は、INETを開催することの意義に

ついてかなり強い意見を押し出していまし

た。ISOCとして開催する1回目のINETは

何が何でも日本でやらねばと･･････。まあ

これはかなり個人的な考えでしたが。でも

日本でやったことの意義は大きかったです

よ。当時はインターネットを自分との関連

として認識している人がすごく少なかった

わけだけど、日本で開催したからこそ、さ

まざまな分野の人が参加して注目してくれ

た。実際、INETをきっかけに多くの人が

インターネットに興味を持ち始めてくれま

したし、非常に仲間が増えたという感じが

しました。今度の2000年でももっと大きな

意味でそれと同じことが起こると思います。

今は世間のインターネットに対する関心

は十分に高いですけどね。ただ、92年は本

当に専門家や専門分野のためのインターネ

ット会議でしたが、今回は「すべての人の

ためのインターネット」でなくてはいけな

い。そういう意味では行政や経済など、そ

れぞれの分野の中で真剣な使命感をみなさ

んが持っていると思います。92年がインタ

ーネット業界や学者のためのチャンスの場

だったとしたら、INET 2000は行政をやっ

ている方や起業家をはじめ、幅広い専門家

の方たちにとってのチャンスの場になると

思いますし、成果も確実に出るでしょう。

：INET 2000ではどういった面に焦点をあ

てて盛り上げていこうとお考えでしょうか。

村井：先ほど言ったように、行政や経済的

な面もそうですし、あとはインターネット

の技術面です。やはり今インターネットの

技術は変わり目ですから。ネット上で映像

がうまく配信できるかとか、情報家電がイ

ンターネットにつながってくるだろうとか、

またそれと同時にセキュリティーなどの新

しい諸問題も出てきますしね。今まで次世

代インターネットと言われていた新しい技

術に関する話が、プログラムそのものだけ

でなく、活用法やその他の部分も含めてか
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を決めていく場合、歴史的にはOSI（注4）

とIETF（注5）の2つの流れがありました。

OSIは1国1票方式なんですが、結局OSIは

うまくいかなかった。一方、IETFの場合

は個人が参加し、みんなの技術や意見を持

ち寄って、ワーキンググループを作るとい

う方式だった。そして「本当に人に貢献し

ている技術を標準技術としましょう」とい

うルールができた。その結果インターネッ

トの標準プロトコルのTCP/IPをはじめと

する標準プロトコルに関する合意が形成さ

れたという経緯があります。これと同じプ

ロセスをインターネット上のさまざまな社会

問題に応用しようというのが、ISTFです。

たとえば「子供がいるお母さんがインタ

ーネットを使うときにこういう問題がある」

と考えた誰かが議論するワーキンググルー

プを作る。そして「この問題はこうやって

解決しよう」と決まったら、ISTFのワーキ

ンググループの提案として世の中に出して

いく。そのうちに政府はどこにも関与して

いないけれど、その提案が結局グローバル

な人類の共通認識になっているのではない

かと考えているわけです。先ほどの話にも

出た「PDFだけを置いておくのは避けるべ

きだ。目の不自由な人でも読めるフォーマ

ットにしないといけない」というルールを

ISTFのワーキンググループで決めたとしま

すよね。そうするとこれはISTFのワーキン

ググループの何番に抵触するから、やめよ

うということになる。いわば、みんなで決

めたルールになるわけです。政府間の調整

で決めるのではなく、いわゆる人類による

グローバルコンセンサスを作るということが

ISTFの流れの期待だと思うのです。今回の

INETでは、最初の活発なISTFの活動が行

われると思いますから、今後が楽しみです。

：ISTFのルールが一般の社会ルールになる

可能性すらあるということですか。

村井：そうです。IETFがまさかこんなに標

準として認められる活動になるとはやはり

思っていませんでした。ISOで決めたこと

が国際標準なんだという共通認識だったの

に、それを覆してしまったわけですから、こ

れには大きな可能性もあると思います。

以前にも、INETでのさまざまな場面で、

新しい問題意識が披露され、それに共感す

る人が集まり、その問題を解決するために、

ポスターを貼ってどこかで集まろうと決め

て議論するとか、実際に資金集めをして研

究活動をしたり、組織作りをするなんてい

う具体的な流れが結構生まれたりしました。

そういう新しい分野で、今回のINETでど

んな議論が始まるかは予想できませんが、

いろいろと新しいことも起こってくるので

はないでしょうか。

：そういう役割を果たすために、ISTF（注3）

というのがありますよね。

村井：そうですね。ただISTFと言っても、

まだ実際の活動は本格的には始まっていま

せん。ISTFはおもしろいですよ。普通、世

界レベルで何かの取り決めをするときは、

国の代表者が集まったり加盟国を作ったり

して1国1票の選挙で決めたりするわけで

す。たとえば捕鯨制限を決定したときはこ

の方法ですね。インターネット技術の標準

点で活発に議論されると思います。たとえ

ば、INET 2000のパンフレットをPDFでネ

ット上に置きました。すると、「これは目が

不自由な方には読み取れないフォーマット

だからHTMLにしなさい」とまわりの人か

らすぐに指摘されて対応したりしました。

みんなの意識がそういう方向になってきて

いるということですね。

：そういった、だれもがインターネットにア

クセスできる、アクセシビリティーに関する

特別なアプローチというのはISOCでほかに

も何か行っていますか。

村井：代表的な活動として、W3C（注2）が

一番盛んですね。INET 2000でもそうした

新しい問題意識の芽生えのような集まりが

あります。これがいろいろな活動の出発点

となることが多いのですよ。たとえば、前

回のINETでは、「Women on Internet」と

いうテーマで有志が集って議論する場があ

りましたが、今回は、そういう活動が大き

な動きになってくるのではないでしょうか。

村井 純（むらいじゅん）

慶應義塾大学環境情報学部教授。1999年慶應義塾大学SFC

研究所所長。1984年JUNETを設立。1998年WIDEプロジェク

トを設立。社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター理

事長、インターネットソサエティ（ISOC）理事、ICANN暫定ボード。

今回のINET 2000ではプログラム委員長をつとめている。
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：沖縄サミットは「ITサミット」と言われ

ていますが、さまざまなルール作りを政府が

行うのではなく、「インターネットコミュニ

ティー」からの提案が社会を変えていくので

しょうか。

村井：今のサミットに代表されるような、

あるいは国連などの国と国との折衝の中の

グローバルガバメントというモデルと、個人

を要素としたインターネット上のグローバ

ルガバメントの2つの流れがいろんな形で共

存しながら進んでいくと思いますが、それ

ぞれの役割は当分の間残ると思いますよ。

グローバルなコンセンサスがインターネット

上で作れるんだということに人類全体が自

信を持ってきたわけだから、やがてはかな

りの部分がインターネットコミュニティー

上に置き換わる可能性もあると思います。

：そうなったら本当にすごいですね。INET

2000の内容に戻りますが、NTW（注6）はどの

ように参加者を選んでいるのでしょうか？

村井：推薦と公募が一緒になったような感

じですが、推薦が多いです。先進国からは

あまり選ばずに、情報化の弱い順にしてい

ますから、不公平ですよね（笑）。ヨーロ

ッパや北米などには外国や地域の情報化、

特にインターネットを援助するための基金

を持っている国や連合があります。この南

太平洋の島はどうもインターネット化がう

まく進んでいないから、なんとかしようと

なると、その地域のために資金を提供する

ような仕組みがある。このような組織では、

設備やインフラは提供できても、なかなか

教育は提供できません。人を派遣するとい

う方法もありますが、そのような人は絶対

的に少ないし、任期が終わるともとに戻っ

てしまうことが多いのです。一番いいのは、

その地域のリーダーが育つこと。だから、

このような組織に、リーダーになる可能性

がある人を推薦してもらって、INETの機

会に教育するという方法が有効なのです。

NTWでは、こういった国の技術者ばかり

でなく、IT政策を進める責任を担う政府の

方など、さまざまな方が積極的に学んで帰

られています。

：最後に、ISOCとして今後やっていかな

くてはならないこと、もしくはこれからの課

題となることは何があるのでしょう？

村井：インターネットの今後の課題として

は、人々の新しい要求に堪える通信技術や

ネットワーク技術を進化させるというもの

がありますが、インターネットによって地球

規模で自由にコミュニケーションができる

ようになり、今までの価値観やこれまで制

限があってできなかった新しいグローバル

なステージでの人類の役割がどんどん新し

く増えてきました。インターネットは人の

役に立って人に貢献ができるテクノロジー

であるべきですから、そういった社会的影

響のフィードバックを考慮するべきです。

技術だけが進化するのではなく、それが人

に対してどういう影響があり、どういう利

点があり、どういう反発があるかというこ

とをいつも考えていく必要があります。

ISOCとINETの課題は、技術の進化とグ

ローバルなステージでの人類の役割を共存

させ、次の世代を生み出すことの手助けを

することであり、これが一番大きな意義で

もあると思います。

■INET 2000を理解するためのキーワード

【注1】

ISOC（アイソック／Internet Society）
1992年に設立された、インターネット関連では世

界最大の非営利団体。国際的な学会であると同

時に、インターネット関連情報についての広報機

関、インターネット業界のコーディネーターとして役

割を果たしている。

【注2】

W3C（ダブリュー・スリー・シー／World Wide Web Consortium）
WWWの発展と相互運用性確保のために、企業

や研究所、大学をメンバーとして設立された世界的

な組織。HTMLやCSS、XMLの仕様書を勧告と

して公開している。

【注3】

ISTF（アイ・エス・ティー・エフ／Internet Societal Task Force）
インターネットの成長と使用に関連した社会的、経

済的な諸問題を類別するなどの作業を行うために、

ISOCが作った組織。すべての人にインターネット

が利用しやすいものとなることを目標としている。

【注4】

OSI（オー・エス・アイ／Open System Interconnection）
国際標準化機構（ISO：International Standard

Organization）が定めたコンピュータ通信の国際標

準規格。通信の機能を7つの層に分けたOSI参

照モデルというコンピュータ通信のプロトコル構造

のモデルを提唱している。

【注5】

IETF（アイ・イー・ティー・エフ／Internet Engineering Task Force）
ISOCの下部組織で、インターネットの技術に関す

る議論を行う組織。IETFで議論された技術は

RFC（request for comments）というドキュメント

でインターネット上に公開され、議論の末にIAB

（Internet Architecture Board）でインターネット上の

標準となる。

【注6】

NTW（エヌ・ティー・タブリュー／Network Training Workshop）
インターネット発展途上国におけるインターネット普

及を促進することを目標にISOCが1993年より開

催しているワークショップ。

INET 2000
www.isoc.org/inet2000/

●開催期間:2000年7月18日（火）～7月21日（金）
●開催場所:パシフィコ横浜
●公用語:英語（一部日本語同時通訳あり）
●テーマ“Global Distributed Intelligence for Everyone”
●主催:インターネット・ソサエティ（ISOC）
●共催:INET 2000日本委員会、社団法人日本ネットワーク
インフォメーションセンター（JPNIC)
●協力:日本インターネット協会（IAJ）、WIDEプロジェクト
●後援:科学技術庁、文部省、通商産業省、郵政省、横浜市、
慶應義塾大学、日本経済新聞社
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